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大震災による資金需要拡大で銀行貸出が反転も持続性には疑問 

日本銀行の資金需要動向によると 4 月の貸出平残（銀行計）は前年比▲1.0％となり、3 月の▲1.8％から

減少幅が大きく縮小した。貸出残高は季節性が大きいため、季節調整値を試算すると、3月対比で 4兆円

程度の増加、前月比は 1.0％となる。こうした貸出増加の背景には東日本大震災がある。東日本大震災に

伴い、販売減少や企業間信用の停滞などが生じたため資金繰りが悪化、それを埋め合わせるために借入需

要が拡大している。大震災による設備復旧費用も増加しつつある模様だが、現時点では寧ろ流動性需要が

主体と考えられる。 

日本全体の生産水準が回復し、資金繰り問題が解消するまで貸出残高は高めの水準が続くと見込まれる。

少なくとも夏場までは現状水準が維持される可能性が高い。問題はその後である。 

今回の大震災を受けても、製造業が日本に踏みとどまり、被災地での設備投資が拡大すれば、流動性資金

に対する需要が長めの資金需要へ振り替わり、また更なる資金需要が生まれ、貸出残高は増勢が続く。し

かし、昨日、為替変動や関税格差などを理由に日本の最大手完成車メーカーの CFO が日本での生産継続

に警鐘を鳴らしたように、日本での生産工程を取り巻く環境は厳しさを増している。貸出残高の増加は一

時的な現象に終わる可能性が否定できない。 

（出所）日本銀行

貸出平残の推移（銀行計、季節調整値、兆円）
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